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■林業の持続的な成長 

新築住宅、製紙等を中心とした木材需要の減少が見込まれる中、新たな木材需要を創り上げること

が喫緊の課題となっています。木材需要の創造としては、CLT を活用した公共・中高層住宅等の

木造化をより進めるため、民間事業者に対する支援が予算化されています。木材の輸出には、輸出

先でのニーズに応じた加工が可能で、返品リスクの少ない原木の輸出が増えているが、付加価値を

高めて木材製品として輸出することは川上への利益還元の他に、地域の経済の活性化に貢献しま

す。 

高付加価値の木材製品の輸出拡大に向けた取り組みに対し、前年比の倍の予算が計上されました。

木材の供給を安定化させる為に、森林、森林事業者に対する支援として、クリーンウッド促進事業

に対する支援があります。違法な木材の供給を遮断し、健全な事業を営んでいる森林事業者の経営

の安定化を図っています。林業の持続的な成長の為に、山村地域の活性化も大切な取組です。かつ

て山村は薪や木炭等のエネルギー供給源でした。山村で見過ごされている間伐材等を利用した「地

域内エコシステム」構築に向けた取り組みに支援がなされています。これは山村部のエネルギーの

地産地消を目指すものです。都市部に於いては、コンパクトシティの動が始まっています。都市部、

山林部ともにそこにあるストックをいかに活用し、循環させていくかの視点が求められています。 

 



 

■稼げる武器 森林 

「明日の日本を支える観光ビジョン」を踏まえ、政府はインバウンドをより一層推進する取組を

進めています。ワールド エコノミック フォームが発表している「観光産業国際競争力」による

と、日本は「自然観光」は世界第 29 位、その整備は世界 66 位となっています。これまで日本は

「日本文化」を積極的に海外に発信してきました。日本の文化資源のランキング 

は世界第４位と高い評価を受けています。にもかかわらず、観光客数も他の先進国と比 

べると不十分ですし、最も大事な観光収入もまだかなり少ないです。文化をメインに発信 

してるフランスでは観光客は多いですが、それに比して観光収入は異常に少ないです。 

それを考慮すると、「文化」だけでは観光大国にはなれそうにありません。日本が誇る 

自然の活用がポイントとなります。 

 林野庁では、全国の国有林内に美しい森林景観や豊かな自然に触れられるように 

「レクリエーションの森」を整備していて、全国に約１０００ヵ所以上あります。この 

うち観光資源として潜在的魅力が認識される「レクリエーションの森」を平成２９年 

４月に「日本美しの森お薦め国有林」として全国で９３ヵ所選定しています。この９３ 

ヵ所をモデル箇所として多言語による情報発信、修景伐採や施設整備等の環境整備を行う。 

それと同時に日本の森林・木の文化や木材の魅力を伝える地域材を活用した観光資源の 

レベルアップに予算が計上されました。 

「レクリエーションの森」に隣接する地域での空き家、空き地等を宿泊、体験施設と 

活用することに新たなビジネスの可能性が見込まれることでしょう。 


